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◯ 火星ってどんな星…？ 

火星は太陽系の第 4惑星です。火星の赤い色は、地面の色です。火星の地面

は、砂や岩石で覆われています。 

このような惑星を「地球型惑星（または岩石惑星）」と言います。この砂の中

に鉄がさびた酸化鉄が多く含まれるため、赤い色をしています。 

 そして、火星は大気にも特徴があります。気圧は地球の100分の1程度です。

つまり、大気がとても薄いのです。このため、雲が少なく地球から望遠鏡で火

星の地面を直接見ることができます。わずかにある大気のほとんどは二酸化炭

素ですが、あまりに少なすぎて温室効果ガスの役割を果たせないようです。夜

は赤道付近でも平均気温マイナス 50℃ほどです。 

 

○ 火星の表面 

火星の表面にはいろいろな地形を見ることができます。 

         
 

 

 

 

 

◯ 火星が接近するのはどうして？ 

火星の地球接近といいますが、地球

の引力などによって火星が近づいてく

るわけではありません。地球や火星な

ど太陽系の惑星は、それぞれ違う軌道

や周期で太陽のまわりを公転していま

す。このため、惑星どうしの位置関係

はいつも変化しています。火星の公転

周期は 687 日、地球の公転周期は 365

日です。火星よりも公転スピードの速

い地球は、約 780日（約 2年 2ヶ月）

ごとに火星に追いつき、追い越します。

このとき、地球と火星の距離が近くな

るのです。しかし、火星の地球接近は、いつも同じ日、同じ距離で起こるわけ

ではありません。これには次の 2つの理由が関係しています。 

 

①地球の軌道は円に近い形をしているのに対して、火星の軌道は楕円形をし

ている。このため、地球と火星の軌道の間の距離は一定でない。 

②地球と火星が近くなるのはぴったり 2 年でなく約 2 年 2 ヶ月。このため、

地球と火星が接近する位置は毎回ずれる。 

 

2018 年 7 月 31 日は今後数十年の間では最も地球に接近します。その距離は

5759万ｋｍ（大接近）です。2027年の接近は両惑星間の距離が 1億ｋｍ（小

接近）を超え、2018 年夏の接近距離がとても近いことが分かります。地球へ

の距離が近くなる分、夜空ではいつもより明るく輝きます。 

 

◯ 火星の観察のポイント 

6月の中旬くらいから 7月末にかけてじっくり

観察してみましょう。明るさの比較をするとおも

しろいです。今夏、火星はいて座のお尻辺りで赤

く輝いています。さそり座など星座の星並びを目

印にしながら探してみましょう！なお、天体観察

時は安全をしっかり確保して行ってください。 

火星が地球に接近するってどういうことじゃろ～？ 

マリネリス渓谷 
太陽系で最も深い谷。幅 40㎞、

深さ 7㎞、全長 5㎞（アメリカ

大陸を横断するほどの長さ）。 
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オリンポス山 
太陽系で最も高い山。高さ

25,000m（富士山 6個分よりま

だ高い）。 

ヘラス平原 
平原と名前が付くが実

際には半径 1,500㎞の

巨大なクレーター。 

火星（Mars） 
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火星の北極部分 

2018年 7月 31日 22時の星空 

（ステラナビゲーターで作成） 

人類が次なる目的地としている火星！面白い星じゃぞ～！ 

極冠（きょくかん） 
火星の北極地方。ドライ

アイスや水の氷でできて

いる。 

火星探査機「Spirit」撮影 火星のパノラマ風景©NASA 


